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発 刊 に あ た っ て
	
　人権学習・人権研修を、参加体験型のプログラムで行おうとする場合が増えています。こう

した要望にお応えするために、参加体験型学習の教材として、これまで人権学習シリーズvol．

1～5を作成してきました。また、学習プログラムを体系的に作っていくために、『人権学習の

プログラムづくり』を作成しました。

　しかし、その学習プログラムの実際の担い手であるファシリテーター（学習の進行・促進

役）の方の中には、経験があまりなかったり、あるいは初めてという方も少なからずおられま

す。そうした場合、ファシリテーターになった方は、なんとか参加者に人権問題を学んでもら

おうとがんばりますが、その過程では、たくさんのとまどいや不安、疑問などが生まれている

のではないでしょうか。

　これまで人権学習シリーズをお使いいただいた方々に、どういった教材を求められますか、

というアンケートを実施するとともに、何人かの方にはインタビュー調査を実施させていただ

きました。その結果、経験がない中で「講師」という責任ある役目を担うことへの不安や、進

め方の手順がよく分からないといった素直な感想と、実施にとまどう姿が見えてきました。

　このようなことを受け止め、このたび、人権学習シリーズの入門ガイド『初めてのファシリ

テーター』を作成しました。この入門ガイドでは、これまで作成してきた人権学習シリーズか

ら２つの教材を選び、その進め方の解説やポイントとなるところ、さらに予測される参加者の

反応に対するアドバイスを盛り込み、経験の少ないファシリテーターがよりスムーズに学習・

研修を進めるための、きめ細かな解説書となるよう作成に留意しました。

　この入門ガイドを活用していただくことにより、人権学習シリーズで人権学習・研修を進

める際に、初めてファシリテーターを経験する方の不安が少しでも軽減されるとともに、受

講された皆さんにとってもその内容が現実の課題を解決すための道筋へとつながるなど、人

権学習・研修がより充実したものとなることを心から願っています。
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1	参加体験型学習(ワークショップ)とは
　参加体験型学習（「ワークショップ」の意味）とは、単に知識を一方的に伝達する学習方法とは違い
ます。その学びは、アクティビティと呼ばれる一つのまとまりのある学習活動（ゲーム的な活動や作
業、対話など手法はさまざま）を組み立てて参加者に提供することで、問題を頭で理解するだけではな
く、心の動きを受けとめ、身体を使いながらトータルに学ぶことを大切にしています。
　人権侵害が起こるのは、地域・職場・学校など、さまざまな人がいる場です。それを解決するために
は、知識を得るだけではなく、解決を進める態度やスキル（技能）を身につけることが必要です。そし
てそれをもとに、社会における人権ルールをつくっていくことが大切であり、こうした実践的な学びの
ために、参加体験型学習は有効です。
　参加体験型学習については、「楽しかった」といった声がある一方で、「自己紹介したりしないと
いけないので、照れくさいし、緊張して嫌だ」、「ゲーム的なことが多く、何のためにやっているの
か分からない」といった声も聞かれます。しかし、これらのことを通じて参加者同士の関係性をつくっ
たり、自分のことを相手に率直に伝える方法や相手のことを受け止めたりする「コミュニケーション能
力」等を身につけるのです。まず自分自身で考え、自分なりの答えを探す。そして、参加者同士で一定
の方向性や解決策を探っていくこと。これ自身が人権学習を深めていくために有効な取り組みとして重
視されているのです。

ファシリテーターとは
　この参加体験型学習を進行・促進する人をファシリテーターと呼びます。ファシリテーターは、単に
学習を進行するのではなく、学びを促進していく役割を持っています。参加者の状況に応じて、学習活
動（アクティビティ）を用意し、進行しながら参加者の意見を引き出し、気づきを促しながら、学びを
深めていきます。ファシリテーターは、参加者と対等な立場で、ともに学ぶという姿勢を持つことが必
要です。

2	学習を企画する
（1）学習の目標を設定する

　参加体験型学習は、その学習を通じて参加者とともに考えたいことや、めざしたい目標を設定するこ
とが必要です。対象者や学習が行われる場によって、どのような人権問題に関する理解や態度、技能を
身につけていくのか、どのような取り組みに生かしていきたいのかを決めます。
　そして、それを学習の最初に参加者と共有しましょう。

（2）参加者を知る
　学習の参加者がどのような人なのかをつかんでいくことが必要です。子どもなのかおとななのか、性
別の割合、これまでどのような学習や取り組みをされてきたのかなどによって、参加者が何を考え、何
に悩み、何を学びたい（ニーズ）と思っているかなどを推し量ることができます。それによって学習の
目標を考えていきます。

参加体験型学習（ワークショップ）を
進めるために
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（3）参加人数
　参加体験型学習では、参加者が意見を出し合ったり作業をするために、ペアやグループになります。
人数が多すぎると十分意見が出せなかったり、参加者間の交流が十分にできない可能性があります。ま
たファシリテーターが、参加者を十分に把握できないということにもなります。　
　逆に人数が少ないと、いろいろな意見が出されないので、学習の深まりが期待できない場合もあります。
　目安として、20～30人程度が進めやすいでしょう。

（4）学習の流れ（プログラム）を考える
　学習のテーマにそって、アクティビティを組み合わせていきます。組み合わせは学習の目標に到達す
ることができるように、系統立てたものにします。人権課題への「気づき」から、社会で自分がどんな
「行動」ができるかを体得する内容が必要でしょう。
　また学習では、自らの考えを相手に過不足なく伝え、相手の話もきちんと聴く中で、問題を解決する
力をつけることが必要となります。そのためのスキルを身につけられるよう配慮したプログラムとなっ
ているとなおよいでしょう。

（5）プログラムを作る
①アイスブレーキング
　参加者の緊張や固い雰囲気を柔らかくし、意見を出しやすくしたり、作業を行いやすくするための
アクティビティをアイスブレーキング（「氷を砕く」の意味）といいます。アイスブレーキングに
は、学びの場を暖めるという効果の他に、学習を進めていくためのニーズ調査の役割も果たす場合が
あります。
　方法は簡単なゲームや意見のやりとりなどさまざまです。学習の最初に入れるほか、学習の途中で
入れたりもします。

②「わたし」「あなた」「みんな」を柱にプログラムを組む
　学習後の日常生活とも結びつく内容となる工夫として、「わたし」「あなた」「みんな」を柱にプ
ログラムを組むことが有効です。
　「わたし」では、まず自分への認識を深め、自己肯定感情や自尊感情を育てます（自分の権利への
認識も含む）。「あなた」では、相互理解や自他の尊重を、それを実現するスキルも含めて学びま
す。「みんな」では、社会へと視野を広げ、課題の解決策を考え、未来への展望を考えることのでき
る内容とします。

③ふりかえりにより意見や考えを共有する
　アクティビティを進めた後、参加者がどう感じたのか、何に気づいたのかを自分自身でふりかえ
り、再確認します。それを参加者の間で紹介しあったり、発表することで、さまざまな意見にふれる
ことができます。そのことによりアクティビティでの体験が整理され、本当に大切にするべきことを
参加者全体で共有することができます。

3	会場と準備物
（1）会場

　講義形式とは違い、参加体験型学習では参加者が動く場面が多くあり、学習にあわせてその都度会
場レイアウトを変えていく必要があります。そのためには、机といすは可動式のものがよいでしょ
う。また机といすを片づけて何もない状態で使うこともあるので、広さは定員よりゆったりとした会
場を選ぶほうがよいでしょう。

（2）準備物
　準備物はアクティビティによって変わりますが、よく使われる物として次の物が考えられます。
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　〔どんなアクティビティでも用意しておいたほうがよいもの〕　
　　★ホワイトボード(黒板)、ホワイトボード用ペン、イレイザー
　　　…主催者からのお知らせ、出てきた意見のメモ、発表物の展示などさまざまな場面で活躍します。
　　★時間を計測できるもの（キッチンタイマー、ストップウオッチなど）　　
　　　�…時間を計るのに便利です。また、参加者にファシリテーターの声が届きにくい時など、何らか

の音で活動の区切りを知らせたほうが伝わりやすい場合もあります。
　〔よく使われる物〕
　　・マーカー（裏うつりしないように水性マーカーの方がよいでしょう）
　　・のり付きふせん（サイズは用途によって違いますが、正方形のものを使うことが多いです）　
　　・白紙や模造紙（切って半分サイズで使う方がよい場合もあります）

　学習の実施に向け、2�学習を企画する、3�会場と準備物で書かれた内容をふまえ準備ができている
か、9ページの準備チェックリストを使って考えてみてください。
　また、10ページの時間管理シートを活用して、実施の時間配分を考えてみてください。実施後には
実際の時間の記入をして、自分自身のふりかえりをしてみましょう。次回の実施の参考になります。

4	プログラムを進めるにあたっての心がけ
（1）安心してチャレンジできる場づくり

　参加者が自分の意見を出したり、活動したりしやすくするためには、参加者が「この場では自分を出
していいんだ」と思えるように「安全」な環境をつくることが重要です。
　環境づくりの一つとして、学習をしていく際のルールを決めることが有効です。参加者から提案して
もらいながらつくる、といったようにアクティビティとしてプログラムに組み入れる方法もあります
し、ファシリテーターが提案して承認をもらう方法もあります。
　また、学習の見通しを伝えたり、参加者どうしが知り合う機会を設けるなども必要です。

（2）時には適度な葛藤も
　一人ひとりを尊重することは大事ですが、学習が「癒しの場」だけで終わっては、学びを社会におけ
る実際の行動へとつなげることにはなりません。参加者が、相手と自分との違いを見つけたり、それを
主張する場合、時には居心地の悪さや不安を感じるかもしれません。しかし、現実の生活で問題を解決
しようとすると、「受容」だけなく、「対立」と向き合う姿勢とスキルがないと問題は解決しません。
　ファシリテーターは、場の安全確保を前提に、目標に向けて適切な課題＝ハードルを設定し、ハード
ルをクリアしようとする試みを促し、ともに学びをつくり出すことこそが大切なのです。

（3）「正しい」答えよりプロセスを大切に
　人権問題についてさまざまな状況がある現実の中では、学習によってすぐ答えがみつかるとは限りま
せん。また参加体験型学習は、一つしかない正解を知る場ではありません。明確な答えをみつけられな
くても、それを一緒に考えて取り組んだ経過（プロセス）や、その過程で自分をみつめる時間が大切な
のです。
　学習の答えは、参加した人の数だけあります。そこで出された多くの人の知識や経験、大切な事柄、
そして人とのつながりが、これから人権に取り組む上での財産になるでしょう。

（4）何を発言するかは自分で決めることのできる場に
　参加体験型だからといって、必ず発言しなければならないわけではありません。
　自分を見つめた結果を人に伝えるか伝えないかは、本人が決めることです。特に人権啓発・教育では
自己決定が大切なポイントですから、学習の中でもそういった配慮が必要です。
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　また、参加者の中にはこれまで差別や暴力を受けた経験があるなど、つらい経験をした人が少なから
ずいるでしょう。つらい気持ちのままで無理に参加しなくてもいいこと、できる範囲で参加することを
すすめます。
　また、確固とした信念を持っていて、ほかの人の意見を聞かない人がいたら、その信念を認めなが
ら、他の人の意見も聞いてみるよう働きかけます。ファシリテーターは、このような人もいる可能性が
あることをあらかじめ念頭においておいたほうがよいでしょう。

（5）聞いているだけの人や話し続ける人が生まれない仕掛けを
　参加者の中には、話し始めると止まらなくなる人がよくいます。その時は、ファシリテーターがある
程度、一人が話す時間の目安を示しておくことが有効です。また「ほかの人はどうですか」などと声を
かけて、話し合いに介入することも必要です。
　１グループの人数が６人をこえると「聞いているだけ」や「話し続ける人」が生まれやすくなりま
す。話し合いへの参加が均等になる人数である４人で１グループをつくるなどの工夫もしてみるとよい
でしょう。
　また、全体の人数は肉声で声が聞こえる程度の20人～30人が適しているでしょう。参加人数が多く
なればなるほど、緊張感や構えができてしまい、自分を見つめ相手を大事にするコミュニケーションの
実践は難しくなります

（6）参加者のもとへでかけよう
　グループ内でのコミュニケーションに気を配るためにも、ファシリテーターはグループの間を歩き
回ったほうがよいでしょう。そうすることで、次の学習の進行についての情報収集や、グループ内のコ
ミュニケーションのアンバランスさへの指摘、議論を深める助けなどの助言をすることができます。
　そのときには、一つのグループに集中するのではなく全体を見渡すことが必要です。全体を見渡すた
めに適しているグループ数は、５～７グループ程度でしょう。

（7）気になる発言は個人のものからみんなの課題へ
　学習では、参加者一人ひとりの発言にある「気づき（疑問なども含む）」をみんなの課題として取り
上げます。問題解決のために一般的な課題として話し合いの材料にすることで、学習で傍観者を生ま
ず、内容も豊かなものになります。
　

（8）差別的な発言や非難する発言には
　人権問題を扱う学習の中では、時には差別につながるような発言が出たり、非難をするような発言が
出たりします。その時も答えを急がず、他の参加者からの意見を出してもらいながら、参加者とともに
考えていきます。プログラムの予定を変更して、その発言についての意見交換に時間をかけることも必
要でしょう。
　しかし、あまりにも過度な発言であったり、意見交換をする時間がないときは、ファシリテーターの
考えをきっちり説明したいものです。

（9）最後は必ず「現実」とつなげる
　参加体験型学習が「楽しかった」という感想だけで終わることなく、学んだ内容が参加者の実生活を
よりよくする一助になるためにも、学習活動の展開の最後に「現実」とつなげる要素を必ず入れること
が大切です。「学習活動で体験したことを社会におきかえるとどのように考えられるか」「感じたこと
や、気づいたことをもとに、これからできることは何か」といった問いかけは不可欠です。
　このことが、参加者に「学びの場への参加」から「社会への参加」を促すことにつながるのです。

（10）学習を通し、実社会の課題解決をめざす　　　　
　参加体験型学習は、自らと社会をふりかえるという学習プロセスを大切にします。
　学習の中では、思いがけない反応や受け入れがたい意見も出てくることがあります。出てきた現象だ
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けを見て学習を進めるのではなく、その背景に何があるかまで思いを馳せ、尊重することが大切です。
　学習の場は非日常であるかもしれませんが、決して現実と切り離されているわけではありません。学
びの場に参加する経験を通して実際の社会にかかわり、課題を解決していくことが学習の学びであるこ
とを忘れずに取り組むことが、学習後の生活を変えていく力となるのです。

5	ファシリテーターの心がけ
（1）主役は参加者

　ファシリテーターは大事な役割ですが、講演会の講師のように主役ではなく、あくまでも黒子です。
進行がスムーズにいけば目立たない存在となり、意見を引き出す存在に徹します。
　また、ファシリテーターが正論を押し付けてしまうと、その場は円満に終わったとしても、学習後に
参加者が行動を変化させることにつながることにはなりません。どんなプロセスであれ、自分自身で
考え他者と意見を交わすことによってこそ、学びが自分の身につき、実際の生活での行動を変えてい
くことになるのです。

（2）参加者の力を信じる
　講師は知識を持っている「偉い」人、参加者は教えられるべき「わかってない」人、という構図を学
習の場で見る時があります。けれども、どんな人も、もともと力を持っている存在です。まずは、その
力を信じてファシリテーターが参加者に問いかけること。信頼こそが参加者の内側から学びを生みだす
のです。

（3）まずは受けとめる
　学習を進めていると、ファシリテーター自身が受け入れがたいような発言が出てくるときもありま
す。自分とは相容れないような意見や発言には反論したくなることもあるでしょう。ファシリテーター
だからといって参加者の全てを受け入れる必要はありませんが、「そういう考えもあるんだ」とまず
「受け止める」ことが大切です。その上でその発言を学びの教材として、目的達成のために必要な学習
展開を行っていきたいものです。

（4）正直であるということ
　ファシリテーターは参加者に正直であるべきです。自分では判断がつかないことや考えもしなかった
ことが学習の場で出る場合もあるでしょう。また、緊張してうまく進行できない場合もあるでしょう。
そういった時の自分の状態を「考えたこともありませんでした」「いま、とても緊張しています」と
いったように正直に参加者に伝えるのです。　
　このようなファシリテーターの自己開示やともに学ぶ姿勢が、参加者が自分自身のありのままで参加
してよいと思えることになり、参加のハードルを下げることにつながるのです。
　

（5）すべてを一人で引き受けなくてもいい
　ファシリテーターは、参加者から出た質問や意見にすべて一人で対応しなくてもよいのです。他の参
加者を置き去りにして、一対一の対話になることこそ避けるほうが良いでしょう。傷ついたり、ひっか
かったりする言葉や態度があった場合は、そのことが参加者相互の学びの機会となるよう、全体の課題
とすることが大切になります。
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6	ふりかえり
　会場を一歩外に出れば、参加者は日常の生活に帰ります。
　学んだことが実生活で生かせるように、学習の目的を積み残さず、学習の時間内にある程度整理すること
が必要です。

（1）参加者のふりかえり
　学習の最後に学習をふりかえり、学んだ内容の整理を行いましょう。
このことにより、この学びを自分たちの生活の何に生かすのかを共有することができます。
※参加者にふりかえりを書いてもらうシートの例を8ページに入れました。参考にしてください。

（2）ファシリテーターのふりかえり
　学習のねらいや進行計画をふりかえり、目標が達成されたかどうか、自分自身でふりかえりましょう。
そのことが、次に学習を計画する参考になります。
※�10～11ページの「時間管理シート」や「ファシリテーターのためのふりかえりシート」を使いながらふりかえるのもよい
でしょう。
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お疲れさまでした。講座の学びをふりかえり、ご記入ください。

① 講座の満足度は、いかがでしたか。あてはまるものに○をつけてください。

５ 大変良かった　　４ 良かった　　３ 普通　　２ 良くなかった　　１ 大変悪かった

② わかったこと。
気づき、発見、学んだこと等をお書きください。

③ わからなかったこと。
疑問や質問等をお書きください。

④ その他、ご自由にお書きください。

ご協力、ありがとうございました。

実施日（　　　　　）年（　　）月（　　）日
研修・講座名（　　　　　　　　　　）

ふりかえりシート
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参加体験型学習実施にむけたファシリテーターの準備チェックリスト
＊実施にあたって以下の項目を考えてみてください。

①学習の目標（ゴール）は何ですか？

②参加者はどんな人たちですか？
（所属、参加者の学習に対する期待や受講動機、学習前の知識や理解の段階、等々）

③参加者の人数は何人（グループ数は何グループ）ですか？

④どんな内容で学習を行いますか？
（アクティビティの組みたて内容、アクティビティ単位の時間刻みの流れ、参加者の動きに対するファシリテーターの

動き等々）

⑤参加者に関してその他（留意する点など）

⑥どんな条件の会場ですか？
（机いすが固定か可動か、平面の会場か、ホワイトボードや黒板があるか、壁に模造紙等は貼れるのか、机いすの

配置をどうするか等々）

⑦どんな準備物が必要ですか？（主催者に依頼するもの、自分が用意するもの）
　例）ホワイトボードと専用マーカー

　　　のり付きふせん紙  枚

　　　模造紙  枚×  回使用

　　　マーカー（多色セット）  本（セット）　
　　　資料
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参加体験型学習の時間管理シート

【計　画】 【結果】

時　間 学習内容 時　間 学習内容
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ファシリテーターのためのふりかえりシート

１　ファシリテーターの項目に沿って参加体験型学習をふりかえってみましょう。

【実施上の心がけ】以下の点に留意し実施ができましたか？

①安心してチャレンジできる場づくり ＹＥＳ ＮＯ

②適度な葛藤 ＹＥＳ ＮＯ

③「正しい」答えよりプロセスを大切に ＹＥＳ ＮＯ

④何を発言するかは自分で決めることのできる場に ＹＥＳ ＮＯ

⑤聞いているだけや話し続ける人が生まれない仕掛け ＹＥＳ ＮＯ

⑥参加者のもとへでかける ＹＥＳ ＮＯ

⑦気になる発言は個人のものからみんなの課題へ ＹＥＳ ＮＯ

⑧差別的な発言や非難する発言も参加者と考える ＹＥＳ ＮＯ

⑨最後は必ず「現実」とつなげる ＹＥＳ ＮＯ

⑩学習を通し、実社会の課題解決をめざす ＹＥＳ ＮＯ

【ファシリテーターの心がけ】ファシリテーターとして、以下の点を大切に実施ができましたか？

①主役は参加者 ＹＥＳ ＮＯ

②参加者の力を信じる ＹＥＳ ＮＯ

③まずは受けとめる ＹＥＳ ＮＯ

④正直であるということ ＹＥＳ ＮＯ

⑤すべてを一人で引き受けなくてもいい ＹＥＳ ＮＯ

　

２　ファシリテーターとしてこの参加体験型学習で学んだことは何ですか？

３　次回にやり方を変えてみようと思うことはありますか？　

４　今回うまくいってこのままやってみようと思ったことはありますか？
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学習を始める前にできる工夫
～進めやすくなるためのワンポイントアドバイス～

ポイント１　会場の形は柔軟に変える

　ほとんどの参加者が参加体験型学習の受講が初めての場合、講演会形式で始めてもよいでしょう。あ
る程度の学習経験がある参加者の場合は、いすのみで講演会形式に設営します。いすのみにするのは、
あとでグループを作る際に移動するので、始めは机がないほうが動きやすいからです。グループになっ
て、書く作業などを行うときに使えるよう、机は会場の隅においておきます。
　参加体験型学習の経験がある参加者のときは、始めから机なしでいすを半円形（扇型）や円形に並べ
ておいてもよいでしょう。
　講演会の場合も、半円形（扇型）に机といすを並べておくと、柔らかい雰囲気で始めることができま
す。参加者に合わせて、工夫してみてください。

ポイント２　会場に入る時から関係づくりは始まっている

参加者を会場に迎える時、会場に入って参加者に声をかけましょう。
参加者席に入り込んで、あいさつ程度でもかまいません。
　おはようございます、こんにちは、今日は寒いですね、席は決まっていましたか、
　何時ごろから来られているんですか、などと声をかけてみます。
これには参加者との出会いを楽しむとともに、参加者と講師の境界線を緩めるような効果があります。

ポイント３　参加者と「ちょうどよい」距離感を

　ファシリテーターは、参加者と近すぎず、遠すぎずの位置で話しましょう。会場の広さにもよります
が、30人程度ならマイクなしで声が届く程度がちょうどいい距離です。

参加体験型学習（ワークショップ）を
始める前に

［講演会形式］

講師

机
いす

［半円形］

机

いす

ファシリテーター

ホワイトボード
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　物理的な距離だけでなく、気持ちの距離を近くし、参加者とできるだけ対等な関係にするため、演台
などは使わないほうがよいでしょう。資料を置くための机があれば十分です。机の上には、ファシリ
テーターのための資料、配布プリント、学習活動の中で使う紙やマーカーを用意しておきます。
　あとは、ホワイトボードを書きやすい位置に置きます。マーカーがかすれていないかも、事前に確認
しておきましょう。

ポイント４　今日は参加体験型で始まるというイメージづくり

　学習に入るための導入として、今日の学習方法は「講演＝一方通行」ではなく、「参加型＝双方向、
学びあい」であることを説明しておくほうがよいでしょう。
　「皆さんと一緒に考えたいと思っています。」「今日は、皆さんの考えや感じられたことを大事にし
ながら進めたいと考えています。」「できるだけ遠い話ではなく、身近なところから考えていきたいと
思っています。」といったことを伝えましょう。
　この話をしながら、以下のことを大切にするとよいでしょう。
　　☆参加者のようすや表情などに注目するなど、参加者に関心を示します。
　　☆参加者どうしの関係などにも関心を持って近づきます。

　
ポイント５　学習のルールを作る

　お互い気持ちよく学ぶために、場の規範（ルール）を共有しておくことは大切です。参加体験型学習の
主役が参加者であることからすると、ルールを作るところから参加者とともに行うのが望ましいです。
　しかし２時間程度の学習では、ルール作りから行う時間を取ることは困難です。そこで次善の策とし
て、共有したいルールをファシリテーターから説明します。ルールの内容だけでなく、なぜ必要なのか
もあわせて話すようにしましょう。
　以下、ルールづくりの例（ファシリテーターの話す例）を紹介します。

　学習では、ファシリテーターが一方的に講義をするのではなく、皆さんが感じられた
ことや、考えられたことを大切にしながら共に学びあいます。
　そのためには、皆さんが安心して話せて、できるだけ本音で語り合える場にしたいも
のです。
　皆さんが安心して学びを深めるために必要なこととして、学習に入る前に、今日の
ルールとして次の３つをお願いします。＊板書、またはあらかじめ書いてきたものをはりだす。

　１つめは「参加」です。
　今日の学習は参加体験型学習で行います。主役は、講師ではなく、参加者の皆さんで
す。ですから、ぜひ、積極的にこの場に参加していただきたい、ということです。
　２つめは「尊重」です。
　学習の中では、参加者の皆さんどうしや、わたしとの間でいろいろなやりとりをし
ます。そこでは、「正解」や「期待された答え」はありません。できるだけ、皆さん
自身の考えを、皆さん自身の言葉で出し合っていただければと思います。いろいろな
意見が出ることと思いますが、それをお互いに尊重しあいましょう、というルールで
す。
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　中には、自分とは正反対の意見や、考えもしなかった意見もあるかもしれません。そ
れに無理やり同意する必要はありません。「違う」「おかしい」と否定するのではな
く、「なぜそう思うのですか」「わたしはこう思うんですけど」と、理解を深めようと
するというのが「尊重」という意味です。

　３つめは「守秘」です。
　意見を述べるときに、自分の経験から話される方があるかもしれません。一般論では
なく、そうしたご自身の具体的なことから話していただけるのは大歓迎です。ただ、そ
のお話は、この学習の枠組みの中、グループでの話し合いの関係性の中で出してくだ
さったものですから、学習の場から持ち出さないようにしてください。
　自分の経験や出来事について、誰に、どこまで、どんなふうに話すかを決められるの
は、その人自身だけです。「いい話だから」といっても、勝手に紹介するのではなく、
話すならその本人に確認してからにしてください。もちろん、学んだエッセンス、ご自
分が学習を通して考えたことなどは、どんどん他の方に話して分かち合ってください。

21ページのようなルールの説明も参考にしてください。
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　多様な見方・考え方
　　（人権学習シリーズ vol．４『ちがいのとびら―多様性と受容―』所収）

　「対立」に向き合う姿勢づくり　
　　（人権学習シリーズ vol．５『ぶつかる力　ひきあう力―対立と解決―』所収）

学習プログラムの解説

学習プログラムの解説の見方

プログラム
これまでの人権学習シリーズに収められているプログラムを、そのまま

掲載しています。

解説
そのプログラムをアクティビティで区切って、詳しく解説しています。

ここでの表記は、次の通りです。

①「本文」はファシリテーターが話す言葉です。

②「点線で囲んでいる部分」は、ファシリテーターの指示や行動です。

③「こんな場合」は、参加者の状況に応じた対応の仕方や、経験の少ない

ファシリテーターがとまどいやすいことへのヒントを説明しています。

③「ワンポイント」は、学習をよりスムーズに行うためのアドバイスを書

いています。
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プログラム　多様な見方・考え方　人権学習シリーズ Vol.4　ちがいのとびら−多様性と受容−から抜粋
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プログラム　多様な見方・考え方　人権学習シリーズ Vol.4　ちがいのとびら−多様性と受容−から抜粋
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解　説

学習に入る前に
・参加者との出会いを大切にしましょう。
・参加体験型で始まるというイメージづくりも必要です。
（詳しくは13ページ参照）

参加体験型学習の説明
○参加体験型学習とは
　皆さん、こんにちは。
　今日は参加体験型学習（ワークショップ）で、多様な見方・考え方について学びます。
「ワークショップ」というのは、もともと「工房・作業場」という意味、つまり何かを作
り出す場、ということです。ですから、今日の参加体験型学習では、学びを作り出すこと
をめざしています。作り出すのは、参加者の皆さんです。やりとりしながら、それぞれの
方にとって「なるほど」と思えることや「こうしてみよう」と思えることが生まれればい
いなと思います。

○ファシリテーターの自己開示
　今日のわたしの役割は、皆さんの気持ちや考えを大事にしながら進めていく役です。
　皆さんと共に学ぶ気持ちでいます。共に実りある学びの場になりますようご協力くだ
さい。

☆自分の気持ちや状態に向き合う。
☆参加者が不安にならないよう、簡単に自分の気持ちを伝える。
☆共に学ぶというスタンスを大事にする。

学習を始める
○学習のねらいの説明
　今日の学習のテーマは「多様な見方・考え方」です。人権教育の中では「違いを豊かさ
に」ということが大切にされています。お互いの気持ちや考えは違っていて当然です。
　特に、何かを見たり聞いたりしたことに対する人のとらえ方はさまざまです。それは、
その人が持っている価値観や気分、状況によって異なります。
　では、わたしたちの多様なとらえ方がどこから身についているものなのか、また一人ひ
とりの見方・考え方の違いが影響を与えるものは何なのか、それぞれの状況、判断の違い
から多様なものの見方や考え方があることを学びます。

ワンポイント
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　この学習では一方的な講義形式ではなく、皆さんの感じられたことや考えなどを大切にし
ながら共に学びます。
　その見方・考え方が良いかどうか、正しいか間違っているかではなく、そのとらえ方の違
いがなぜ起こるのかを一緒に考えます。

○ルールの説明
　そのために、皆さんが安心して話せて、できるだけ本音で語り合える場にしましょう。
　皆さんが安心して学びを深めるために必要なこととして、ここでは「協力」「尊重」を
あげます。

黒板かホワイトボードの端に「協力」「尊重」と書く。
（ボードを作って貼っても良い）

「協力」を指す。

　学習の場ですので、ぜひ皆さん、協力してください。もうすでにここに参加し、私の話
を聞いてくれていることが協力になっていると思っています。
　さらに、こちらからの問いやお互いの話し合いに対して出てくる皆さんの発言や表現、
行動は、それぞれがお互いに大切にしていきたいと思います。

「尊重」を指す。

　この尊重は、お互いを大切にするという意味です。例えば、誰かが発言したことは、この
学習の後や他の場では、その人の許可がない限り勝手に持ち出さないことをお願いします。

（詳しくは13〜14ページ参照）
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1  自己紹介インタビュー（30分）

ステップ1
　皆さんは初めて人と出会った時、自分のことをどのように伝えますか。自己紹介を
する時に〈相手に伝えたい自分自身〉とは何でしょう。まず、自己紹介で何を話すか
考えてください。
　いまから2人組みのペアになっていただいて、自己紹介をしていただきます。
近くの方とペアになってください。
　

　参加者の関係があまりない場合は隣どうし、または近くの人で2人組をつくる。
　参加者どうし関係がある場合はできるだけ話をしたことがない人とペアを組んでもらう。

解　説

ワンポイント

自 己 紹 介 する
のに何を話すか
考 え て もらう

2人組になって
考 えた 項 目 で
自己紹介をする

相手を知るため�
に 何 を 聞くか�
考 え て もらう

2人組を変えて�
お 互 い イ ン
タ ビュー す る

ファシリテーター�
の 問 い か け

5分 5分 5分 5分 10分

ステップ1 ステップ2
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2人組になってもらう。　
全体を見渡しながら、ペアが成立しているかどうか気を配る。

　参加者が奇数の場合は3人組を作るか、主催者に入ってもらい偶数にする。
　3人組を作った場合は、ペアで1分づつの自己紹介をした後、3回目の1分をとる。
　3回めの1分について、ペアはフリーに話をしておいてもらってもよい。

　時間は1人1分程度にします。こちらで
1分間計ります。
�　自己紹介の項目は名前や所属などです
が、それ以外に自由に話していただいて
結構です。

項目を簡単に黒板（ホワイトボード）に板書する。

　この1分間は話す人の1分です。聴く人はまずは傾聴でお願いします。
　傾聴のポイントは次の3つです。　※22ページ赤線囲みの部分を読む。

ステップ2

　ほとんど反応なく、人権学習の枠組みで緊張した雰囲気もあり、「何を言ったらいい
んですか」という発言が出るときもある。
　ご自分が自己紹介で伝えていることを思い出して考えてもらえばよい。

　次に相手を知るために何を聞くか項目を考えてもらいます。
　皆さんが相手を知るために聞きたいこと（インタビューすること）は何ですか。
　初めての人に出会ったとき、こちらから聞きたいことです。

　先ほどの2人組と違った相手を探して、新しい2人組を作ってください。

こんな場合

こんな場合

［実際の板書の例］［先ほどの黒板を使って書き足す］

自己紹介

名まえ

所　属

　 …

［板書の例］

自己紹介 相手を知るために聞くこと

名まえ 名まえ

所　属 　 …

　 …
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解　説

先ほどと違う人と2人組になってもらう。

　今度は、板書した項目でも結構ですので、相手にインタビューしていただきます。
　先ほどの自己紹介とは違って、相手が聞いてきたインタビューの項目に答えるとい
うものです。

　「何を聞いてもいいのですか」という参加者からの質問に対しては、板書で出しても
らった項目でインタビューしても良いし、新たに聞きたい項目でも良いということを伝
える。
　パスもOK。必ず答えなくても良い、と伝えてもよい。

　いま、自己紹介で話す側と質問される側とどちらがやりやすかったですか。
　「話す方がやりやすい・・」｢質問で答える方がやりやすかった・・｣と、それぞれ感
じ方は違うのではないでしょうか。
　それぞれの違いがありますが、では、話す項目と質問する項目はどのように決めま
したか。自分で話すときと、質問されるときに共通した項目はありましたか。私たち
は、どのようにしてこの項目を決めているんでしょうか。
　2つの方法で自分の紹介をしてどう感じたか、先ほどの2人組で話し合ってください。

話し合いのようすを見て区切り、次に進む。

　自己紹介で自分があたり前に話したり聞いていたことも、人によってはそうではない
場合もあったのではないでしょうか。
　それぞれが無意識に判断していることや、相手に対して持つ関心、興味の違いについ
て深めていきましょう。

2  フォトランゲージでお話づくり（30分）

こんな場合
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参加者に絵と白紙（A4程度）を配付する。

　では次に、人それぞれが違うということを絵を使って考えてみましょう。
　その絵を見て、それがどのような状況を想像し、それを説明するお話を作ります。
それぞれが、お話作りをします。作ったお話は白紙にメモしてください。
　時間は3分程度計ります。

　そろそろできましたか。まだ時間が必要な方はいますか。

　書いていない人がいた場合、少し近づいて、「どうですか?」「難しいですか?」と、
なぜ書いていないのか尋ねてみる。
　その人が他の人の邪魔をしない限り、書くことだけを強制しない。

　できましたでしょうか。では先ほどの2人組が集まって4人グループになってください。

2人組の数が奇数の場合は、5・6人組でもかまわない。

　作ったお話をお互いに聴き合いましょう。
　どのようなお話になりましたか。2〜3人に紹介してもらいます。
　それぞれのお話を聴いて、いかがでしたか。

　それぞれの話が紹介される中で、参加者の中で違いが明らかになる場合もあるが、こ
の活動は正しいか間違っているかを判断するものではないことを伝える。
　いろいろな見方・考え方で、多様な話が出ることを尊重する。
　例えば、バスの中のようすを描いた絵を見て、マナーについて攻撃的で批判的な話が出
ることもある。
　「あなたは、そのようなお話になったのですね。」とあくまでもお話作りという視点
で受け止める。

話し合いが一区切りついたら次に進む。

　一つの同じ絵を見ていろいろなお話が出ましたが、同じ部分があったり、全く違っ

こんな場合

こんな場合

ワンポイント

絵 を 見 て�
用 紙 にお 話 を�
つくってもらう

グ ル ー プ で�
話したりお互い
の お 話 を 聴 く

ファシリテーター�
の コ メ ン ト

10分 10分 10分
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たお話もありました。それぞれのお話を評価したり正しいか間違っているかを見つけ
出すのではなく、この同じ部分や違うことについて、私たちのものの見方・考え方は
いったい何から影響を受けているのかを考えてみましょう。

3  ものの見方・考え方に影響を受けるもの（30分）

　ものの見方・考え方に影響する要因を考えます。
　先のお話作りで同じだったこと、違っていたことから、私たちのものの見方・考え
方に影響していることは何かをブレーンスートミング（49ページ参照）で出し合い
ましょう。

解　説

ブレーンストー
ミングをし、出た
意見を板書する

2人組で板書した
ものを見て話す

4人組で利点・
難 点 を 考 え 、
3か条をまとめる

悪影響与えない
た め の 3 か 条
を 発 表 す る

5分 5分 15分 5分
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出てきたものを
ファシリテーターが板書する。

　いまから新しい2人組を作ってもら
います。まだ話していない人を見つけ
て2人組になってください。

　先ほど皆さんから出してもらったも
のを前に書きましたが、これを見なが
ら「なぜ、同じものを見聞きしても
違ったようにとらえるのか」を話し合
いましょう。
　同じ情報を見たり、聞いたりしてもとらえ方が違うのはどうしてでしょう。そのと
きの気分やそれぞれの体験によってもとらえ方は違います。その違いに影響するのは
何でしょう。

　では2人組が2つ集まって4人組を作り、
机を出してください。

グループごとに机を出してもらい
模造紙とマーカーセットを配付する。

　違った見方・考え方で利点になること、難点
になることを模造紙に書き出してください。

　何かできごとがあったとき、それについて伝
えたり聞いたりすることに悪影響を及ぼさない
ように私たちができることを考えていただきま
す。配付された模造紙の余白を使って「悪影響
を及ぼさないためにできること、3か条」を書
いてください。

・�全グループの発表が時間的に無理な場合は、発表を2〜3グループにするか、自主的に
発表するグループを募る。反応が鈍い時はより強く促す。

・�時間がないが全グループの発表を共有したいときは、机の上に模造紙を広げたまま、
全員が立ち歩き、見て回る方法もある。

［板書の例］

ワンポイント

［模造紙の例］

違った見方
利点

3か条

難点
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4  ふりかえり（10分）

　　　　

　今日、全体を通して感じたこと、気づいたことはありますか。

2〜3人から出してもらう。

発言が出ない場合は、隣やまわりの人とふりかえってもらうよう促す。

�　今日の学習では、皆さんにある多様なものの見方・考え方をまず知ることから始
め、そのとらえ方の違いがどこから身についているのかを考えていただきました。
　それぞれのとらえ方を否定したり批判するのではなく、なぜ、そうとらえるのかを
深めながら、皆さんが無意識に身についていることも見つけ出しましょう。
　わたしたちのものの見方・考え方は何に影響されているのかを知ることができまし
たか。情報化社会といわれるいま、このようなとらえ方を常に意識したいものです。

　あたり前に過ぎていく日々に、時には立ち止まって考えてみてはいかがでしょう
か。今日は、多様な皆さんのご参加、ありがとうございました。

解　説

こんな場合

全 体 を 通して
感 じ た こ と�
気 づ い たこと

ファシリテーター�
の コ メ ン ト

5分 5分
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プログラム　「対立」に向き合う姿勢づくり　人権学習シリーズ Vol.5　ぶつかる力 ひきあう力−対立と解決−から抜粋
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プログラム　「対立」に向き合う姿勢づくり　人権学習シリーズ Vol.5　ぶつかる力 ひきあう力−対立と解決−から抜粋

32



4

5

33



プログラム　「対立」に向き合う姿勢づくり　人権学習シリーズ Vol.5　ぶつかる力 ひきあう力−対立と解決−から抜粋
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解　説

学習に入る前に
・参加者との出会いを大切にしましょう。
・参加体験型で始まるというイメージづくりも必要です。
（詳しくは13ページ参照）

参加体験型学習の説明
皆さんこんにちは。
○参加体験型学習とは
　今日は参加体験型学習（ワークショップ形式）で、対立について学びます。
「ワークショップ」というのは、もともと「工房・作業場」という意味、つまり何かを作
り出す場、ということです。ですから、今日の参加体験型学習では、学びを作り出すこと
をめざしています。作り出すのは、参加者の皆さんです。やりとりしながら、それぞれの
方にとって「なるほど」と思えることや「こうしてみよう」と思えることが生まれればい
いなと思います。

○ファシリテーターの自己開示
　今日のわたしの役割は、皆さんの気持ちや考えを大事にしながら進めていく役です。皆さ
んと共に学ぶ気持ちでいます。共に実りある学びの場になりますようご協力ください。

36



☆自分の気持ちや状態に向き合う。
☆参加者が不安にならないよう、簡単に自分の気持ちを伝える。
☆共に学ぶというスタンスを大事にする。

学習を始める
○学習のねらいの説明
　今日のテーマの「対立」ですが、「対立が好きだ、得意だ」という方はなかなかいらっ
しゃらないのではないでしょうか。けれど、人権尊重と対立は切っても切れないものなの
です。一人ひとりの個性・違いを尊重しよう、ということは、皆さんも合意していただけ
ると思います。「違いを豊かさに」ということもよく言われます。とはいえ、実際に一緒
にやっていくときに違いがあると、そうすんなりいくことばかりではなく、いろいろな調
整が必要だったり、ときにはぶつかり合ったりすることもあるわけです。それがいやで、
避けたり距離を置いたりしてしまうことは、「お互いを尊重する」とはいえないのではな
いでしょうか。
　「違いを豊かさに」する関係を育むために、「対立」にしっかり向き合ってみよう、と
いうのが今日のねらいです。

○ルールの説明
（詳しくは13〜14ページ参照）

1  対立のイメージを色で（15分）

まずは、お互いのイメージを出し合うところから始めてみましょう。
「対立」と聞いたときに、どんなイメージを持ちますか。そのイメージを色で表して
みてください。

ワンポイント

色のイメージで
グ ル ープ 分 け

グ ル ープ 内 で
自 己 紹 介 と
イメージの共有

グ ル ープ で の
話し合いの発表

3分 5分 5分

37



解　説

はじめの席のままで良い。様子を見ながら、30秒程度時間をとる。

　では、同じ色をイメージした人で集まって、グループを作りましょう。立ち上がっ
て、お互いに何色をイメージしたか、声を掛け合いながら、同じ色の人で集まってく
ださい。
　だいたい、1グループ3〜5人程度でと思いますので、6人以上集まったところは半
分に分かれてください。同じ色の人がいない、という方はありますか。少ないところ
は違う色で集まっていただいてかまわないので、グループになってください。グルー
プができたら座ってください。

　参加者に動いてもらい、自由にいすを動かしてグループになって座ってもらう。
　同じ色の人を参加者自身が探す活動なので、あまり介入する必要はないが、最
後のほうで1人か2人で相手が見つからない人がいるようなら、グループにする
手助けをする。
　また、6人以上で集まっているところは、3〜5人になるように分かれてもらう。

　「色は2色以上でもいいんですか」「形のイメージなんですけど、どうしたらいいで
すか」などの質問が出ることもある。この活動は、最初のウォーミングアップをかね
て、対立についてのイメージを共有することが目的なので、どんなイメージでも自由
に出してもらってかまわない。「2色（またはそれ以上）のグループ」をつくったり、
「形と関連した色はないですか」と問いかけて近い色のグループに入ってもらったりし
て、あまり細かいことにこだわらずにグループ作りを促す。

　それでは、グループごとに簡単に自己紹介をしていただいて、なぜ、その色を選ん
だか、対立についてどんなイメージを持っているか、話し合ってください。3〜5分程
度時間をとります。

　グループごとで話をしてもらう。3分程度たったところで、「いまで3分です
が、全員話せそうですか。まだお一人しか話していないところがあれば、少し
ペースを早めてください」と促す。
　ほとんどのグループが話し終わって、別の話題などに移っているようなら、
「だいたい終わったでしょうか」と少し早めに切り上げてもかまわない。

　グループで出た話を少し発表して共有したいと思います。
　こちらのグループでは何色を選ばれたでしょうか。その色はどんなイメージからき
ていますか。いまグループで話し合われたことを、簡単に紹介していただけますで
しょうか。

�　順に発表してもらう。グループの数が少なければ全グループに、多ければいく
つかに絞る。いくつかに絞る場合は、違う色になるように選ぶ。

こんな場合

38



2  対立についての連想図（20分）

　続けて、もう少し対立のイメージを具体的に考えてみます。
　グループごとに机を出して、白紙とマーカーを用意してください。

　先ほどと同じグループのままで、各グループから1人、紙とマーカーを取りに来
てもらう。あとの人で机を用意してもらう。グループごとに座ってもらう。

　グループごとに座るときは、ホワイトボードに
向かって机を縦に配置すると、どの参加者からも
板書が見やすくなります（横にすると半分の人は
背中を向けることになるため）。

　紙の真ん中に「対立」と書いて、そこから連想するものをまわりにどんどん書いて
いってください。「連想図」といいます。出てきたものに関連があるときは、線でつ
ないでいきます。例えば、先ほどの色のイメージで「赤」のグループでしたら、「対
立」から「赤」と書いてつなげて、さらに「赤」のイメージで「激しい」、といった
ように。それ以外にも、いろいろな枝を出して、どんどんイメージを広げていってく
ださい。
　皆さん、1本ずつペンを持って、紙のいろいろな方向から書いていきましょう。
しゃべりながら、出てきたものはとりあえず書くという感じでお願いします。

ワンポイント ［例図　机の配置］

ホワイトボード

机 机 机 机

机 机 机 机

机 などの 設 営
「連想図」グルー
プ作業（説明３分
＋グループ７分）

グ ル ープ 発 表 ファシリテーター�
からのコメント

3分 10分 5分 2分
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�　説明しながら、例（39ページ参照）を板書する。会場をまわり、あまり書いていない
グループには、「さっきの色のイメージではどんな話が出ましたか」「しょうもないか
な、と思うものでも、とりあえず書いてみてください」と、積極的に書くように促す。

　では、どんなものが出たか、簡単に発表してください。前のグループからは出てい
ないような点を中心にお願いします。

　グループで作業した模造紙を貼り出し、ファシリテーターが紹介してもよい。
その際には、複数のグループで共通している点を指摘したり、逆にユニークな点
を「これはどういう話で出たてきたのでしょうか」と質問したりする。

　参加者から出てくるものには、以下のようなものがある。それぞれに関して、ファシ
リテーターが話すポイントとあわせて整理しておく。
●「対立」の場面　例：ケンカ（きょうだい、夫婦）、○○vs△△
　→�具体的な場面を思い浮かべる方も多いようです。「対立」を経験したことのない人

はいない、ということでもあるのではないでしょうか。それぞれの経験によって、
対立のイメージも変わってくることと思います。

●気持ち・感情　例：怒り、避けたい、傷つき、悲しみ、涙
　→�「対立」の場面では、さまざまに、そして激しく感情が動きます。その多くは“否

定的”といわれる感情で（本来、感情には“良い悪い”はないのですが）、どう対
処していいか慣れていません。中でも、「怒り」の感情はエネルギーがあって、自
分でもうまく扱えないことが多いものです。そのことが「対立」に向き合うことを
難しくさせているのかもしれません（33ページ「ファシリテーターのために」参
照）。

●マイナスイメージ　例：暴力（たたく、ける）、争い、戦争、決裂
　→�こうしたマイナスイメージが「対立」とイコールでとらえられていることが、残念

ながら多いようです。けれど、これらは「対立」の一面である、ということを知っ
ていただきたいと思います。

解　説

［実際に書かれた連想図］

こんな場合
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●プラスイメージ　例：仲直り、理解が深まる
　→�「対立」を経たからこそ到達できる関係、というのもあるのではないでしょうか。
　→�（プラスイメージが出ていないとき）「対立」はマイナスイメージばかりでしょう

か。それ以外はないですか?　
　　例：�ケンカの終わり方にはどういったものがありますか。ケンカをしてよかった、

という経験を持つ方はいらっしゃらないでしょうか。
　　　　など問いかけると、イメージがふくらみます。

　そもそも、「対立」とはどんなときに起きるのでしょうか。意見や立場の違いがあ
るときではないでしょうか。ならば、「お互いの違いを大切にする」という人権尊重
社会では、対立は避けて通れないものです。皆さんと共有したいのは、「対立は、そ
れ自体は悪いものではない」ということ。「対立」が悪いのではなく、「対立の扱い
方」を間違えて、それが争いや暴力になることが問題なのです。

　このあたりで一度グループを変えるのもよい。ずっと同じグループだと、グループの
中で話す人と話さない人が固定したり、活発なグループとそうでないグループが出たり
してしまう。
　グループを変更するには、参加者に番号を言ってもらうのが、いちばん簡単なやり方
である。参加者の人数を4で割った数字を順に言ってもらい、同じ数字の人で集まって
もらうと4〜5人のグループができる。
例）26人の参加者の場合
　�26÷4=6あまり2、なので、1〜6の数字を順に言ってもらう。「1」「2」のグルー
プは5人、「3」〜「6」のグループは4人、の6つのグループができる。

こんな場合

ワンポイント
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3  ことわざで考えよう

　日本では、対立をどのようにとらえてきたのでしょうか。身近なことわざや慣用句
から考えてみましょう。
　「ことわざカード」をお配りします。

1人1枚ずつ行き渡るようにプリント（34ページ）を配る。

　「対立」に関連するかな、と思われる10個のことわざが書いてありますが、あなた
にとっていちばん共感できるものはどれでしょうか。そのことわざは、あなたの中で
「対立」のイメージとどうつながっていますか。グループをさらに分けて、隣の人と
2〜3人で短く話し合ってみてください。

�3分程度時間をとる。

　これらのことわざが示す「対立」への向き合い方を整理してみましょう。
　新しい紙を使いますので、取りに来てください。
　それぞれのことわざを「利点と限界」という視点で分析してみます。紙にこのよう
な表を書きます。

解　説

資 料 説 明 と
ペアで話し合い
設 営

表 で の 分 析
（ 説 明 ３ 分 ＋
グループ10分）

　 発 表 　 ファシリテーター�
の コ メ ン ト

7分 13分 8分 2分
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ファシリテーターは表の見本を板書する。

　左側に書いたことわざの示すようなあり方で対立に向き合うことの「利点」つまり
よいことを真ん中の欄に、「限界」つまり難しいことを右の欄に書いてください。
　分析することわざは、皆さんが共感できるものとして取りあげたものを記入してく
ださい。全部できなくてもかまいませんが、2〜3個はやってみましょう。
　10分程度時間をとります。

会場をまわりながら、グループの話し合いを促す。

　ある程度、分析できたでしょうか。あと2〜3分、話し合いをつづけていただきます
が、いまやっていることわざの分析が終わったら、やってみて感じたこと、気づいた
ことを話し合ってください。それを発表していただこうと思います。

　様子を見ながら、個別のことわざの分析から、ことわざが示している「わたし
たちの社会の対立のとらえ方」について、気づいたこと、発見したことを話し合っ
てもらうように促す。

　では、各グループから発表をお願いします。書いたことを全部読み上げる必要は
ありません。やってみて、感じたこと、気づいたことを中心に、1分程度でお願いし
ます。

順に発表してもらう。

　いままでの社会では、同質であることや、力関係を理解してそれに従うことが重視
されてきた面があるのではないでしょうか。しかし、これからめざすべき社会は、多
様性を尊重し、対等な関係でお互いを尊重しあうものです。そのために、対立に肯定
的に向き合う姿勢を育てることが大切です。

利点 限界

ことわざ①

ことわざ②

［表を使い実際に分析した例］［表の見本］

43



　発表の内容に応じて、「ファシリテーターのために」（33ページ）の内容も、適宜、
講義形式で紹介してもよい。

4  対立の扱い方

　では、対立の場面でどのようなことができるのか、実際にどのように扱っているのか、具
体的に考えてみましょう。
　「事例カード」をお配りします。

�1グループに1つの事例カード（35ページを切り抜いたもの）を配る。

対象となる参加者に応じて使う事例を選んでください。
市民対象なら家庭編・地域編、職場研修なら職場編など。
さらに言うなら、ファシリテーター自身で事例を作ってもらっても結構です。

解　説

ワンポイント

こんな場合

カードの配布と
説明、グループの
話 し 合 い

次の話し合いの
説明、グループの
話 し 合 い

発表順の声かけ、
各グ ル ープ の�
発 表

ファシリテーター�
の コ メ ン ト

12分 12分 13分 3分
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　皆さんのお手元のカードには、身近にありそうな「対立」の事例が書いてありま
す。実際にその対立の場面に遭遇したら、どのような対応の可能性があるでしょう
か。新しい白紙をお配りしますので、グループで話し合いながら、対応のパターンを
書き出してみてください。「自分だったらどうするか」だけでなく、「自分はしない
けど、こんなやり方もあるかも」というものなど、できるだけバラエティにとんだア
イデアを出し合ってみましょう。10分程度時間をとります。

�グループごとに白紙を配るか、取りに来てもらう。
話し合いが始まったら、会場を見てまわり、話し合いを促す。

　「対応のパターンのアイデアは、10個以上出してください」というように、具体的な
数をあげると話し合いが活性化します。ファシリテーターも事前に考えてみましょう。

　いったん話し合いを終わってください。どのくらいアイデアが出たでしょうか。続
けて話し合っていただきますが、こんどは新しいアイデアを出すのではなくて、出て
きたものを少し検討してみます。
　対応のパターンのアイデアの中で、対立に「肯定的」に向き合っている、と思える
のはどれでしょうか。どういった点で「肯定的」だと判断しますか。また、実際にそ
の対応をとることはできそうでしょうか、難しそうでしょうか、それはなぜでしょう
か。話し合ってみていただけますか。

会場をまわりながら、グループの話し合いを促す。

　「肯定的」に向き合っていると思えるものがない、というグループがある場合は「肯
定的なものが出なかったのはなぜでしょう。」「肯定的な対応を、あらたに考えてみて
いただけますか。」といった問いかけをしてみましょう。
　発展として、「暴力的・否定的な向き合い方になっているもの」も考えてもらうことも
できます。
　どういった点で「暴力的・否定的」なのか、そういった対応をとってしまうのはどんな
ときか、などを話し合います。

　どのような話が出ていますでしょうか。このあと、発表していただきますが、話し
合い全体でなくて、話し合いを通して気づいたこと、発見したことを共有していただ
きたいと思います。あと3分程度時間をとりますので、少し、発表するポイントを整
理していただけますか。

　では、いまの話し合いで気づいたこと、発見したことを各グループから1分程度で
お願いします。

ワンポイント

こんな場合
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順に発表してもらう。

　いま、考えていただいたのは、「よい解決策」ということではありません。関係性
や状況によって、どの対応をとるかはさまざまですから、解決策の正解があるわけで
はありません。
　大切なことは、対立にはいろいろな向き合い方があり、関わる人みんなができるだ
け納得できる方法を選ぶことができる、ということです。対立の場面では、「どちら
か一方の言い分しか通らない」「選択肢は二つに一つしかない」などと思ってしまい
がちです。そうではなく、「みんなが満足できるには何が大切か」「他にも方法はな
いだろうか」と考えること、それが対立に肯定的に向き合う、ということではないで
しょうか。

5  対立に肯定的に向き合うための川柳づくり

　学習のはじめにも言ったとおり、お互いの違いを大切にし、多様性を尊重しようと
するならば、対立は避けて通れません。大切なのは対立にどのように向き合うかで
あって、「対立そのものは悪くない」ということが、皆さんと確認したいポイントで
す。
　対立を避けようとすることは、解決ではなく、問題を表面上見えなくするだけで、
関係をこじらせたり、より深刻な対立につながったりすることさえあります。もちろ
ん、暴力的な向き合い方は、お互いを尊重することにはなりません。柔軟な発想で、
対立に肯定的に向き合う姿勢を持つように心がけたい、ということで、最後に、今日
学んだことをふまえて、「対立に肯定的に向き合うための川柳」をつくってみましょ
う。「対立」のイメージはどのように変わったでしょうか。いままでより前向きにと
らえられるようになったでしょうか。学んだことで書き留めておきたいことと合わせ
て、ノートかレジュメにメモしてください。

ファシリテーター自身も、その場で川柳を考えてみましょう。

解　説

ファシリテーター�
の コ メ ント と
川柳づくの説明

川 柳 を 考
え る 時 間

発表・終わりの
コ メ ン ト

3分 3分 9分
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では、完成したものを発表してください。

参加者が20人くらいまでの場合　全体発表
　�お1人ずつ、順に川柳を読み上げていただけますか。（時間があれば、机を片づけて
いすのみで円形に座り、お互いの顔が見える状態で発表するとよい）

参加者がそれ以上の場合　グループ内で発表して、その内の1つを全体で発表
　�それぞれのグループで、1人ずつ順に発表してください。その中で、全体に共有した
いものを1つ、選んでいただけますか。（グループ内発表3分、全体発表5分）

　今日は、お互いの違いを大切にした人権尊重のための対立の扱い方について、まず
は肯定的に向き合う姿勢づくりに取り組みました。
　実際に対立を扱うには、姿勢や心がけだけではなくて、具体的なスキルも身につ
けることが必要です。コミュニケーションをテーマにした学習や、対立について
扱った書籍も、最近はいろいろとありますので、関心のある方は、ぜひ学んでみて
ください。
　ご参加ありがとうございました。

　より学びたい人のために、人権学習シリーズ�vol.5『ぶつかる力�ひきあう力　−対立
と解決−』を紹介するとよいでしょう。

ワンポイント

ワンポイント
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用 語 解 説

●ワークショップ
　ワークショップ（workshop）とは、もともと「職場」「作業所」「工房」を意味し、みんなで意見交換や共
同作業を行いながら進める「参加体験型」学習のことをいいます。指導･被指導の関係で学ぶ学習でな
く、参加者が積極的に他者の意見や発想から“学びあい”、最後にみんなで自らの“ふりかえり”をすると
いう、学習のプロセスでの学びを大切にします。問題解決を図るとともに、態度や技能（スキル）を身に
つけられるという特徴があります。

●ファシリテーター
　ワークショップを進行する人をファシリテーター（facilitator）と呼んでいます。単に進行役といって
もよいのですが、「活性化させる」と言う意味を持つファシリテーターの方が、実際に期待されている役
割に近い言葉になっています。話しあいの交通整理をする議長役だけでなく、話しあいの素材になるも
のを用意し、そして時間管理を行いながら全体を進行する役目をするなど、さまざまな複合的な能力が
必要とされています。

●プログラム
　ワークショップ全体としての目的やねらいを達成するために、アクティビティや講義などを組みあわせ
てつくる１つの流れです。学習を進めていくうえでの具体的なプロセスを示しています。

●アクティビティ
　アクティビティとは、１つの素材、話しあいの材料を使ったまとまりのある学習活動のことで、プログ
ラムを構成する１つの部品の役目をしています。

●アイスブレーキング
　もとは氷を壊すという意味を持つ単語ですが、初対面どうしの人が持つ堅苦しさやよそよそしさを氷
に例えて、それを壊し、親しくなることを表します。ワークショップの中でも最初の場面で、暖かな雰囲
気や、「何でも言える」、「何でも受け取ってくれる」という安心感などをつくり出す大切なアクティビティ
です。このアクティビティ次第で、プログラムの進行や参加者の満足感が左右されることもあります。

●ブレーンストーミング
　数多くある討論方法の中で、自由な発想で討論し、創造的に問題解決をめざす手法です。特定の目
標の実現のためにアイデアを出しあったり、さまざまな考え方ができる事柄についてありうる意見をで
きる限りたくさん出しあいます。その際、「他者の意見に対して正誤の判断をしない」「自由奔放な型破
りなアイデアを推奨する」「どんな意見でも多数出す」「他人のアイデアを活用したり組みあわせたりす
る」ことを原則として進めます。5〜6人くらいでの討議が一般的ですが、多人数の場合はグループ分
けをして実施することもできます。

49



人権学習シリーズと
『人権学習のプログラムづくり』の活用

結婚を考える
　ロールプレイ「あなたの理想の結婚は？」
　タイムライン「シンデレラの一生」
結婚にかかわる偏見や差別を考える
　シミュレーション「結婚ー私の紹介状」
　三角ディベート「恋人はサーファー」
結婚差別を乗り越えるポイントを考える
　ベクトル分析「結婚差別ープラスのちから」
　ケースメソッド「成功と破綻ー未来を分けたものは」
　ディベート「反対する側　される側」
　つながりの輪「あなたに伝えたいこと」

人権学習シリーズvol.1
『結婚？幸せ』

1学習をより効果的に進めるために
　●アイスブレイキング小ネタ集
　●自己肯定感情を高める
　　①わたしのいいところ・�
　　　あなたのいいところ
　　②わたしの情報BOX
2「働く」意味を考える
　●働くことの意味を考える
　　①『十五少年漂流記』のように
　　②ライフプランシートを作成しよう
　　③“ワーク＆ライフ”バランスを�
　　　考えよう！
　　④労働者の権利を考える

　●多様な職業観・働き方を考える
　　①さまざまな働き方
　　　メリット？デメリット？
　　②消費者から生産者へ
　　③わたしが社長なら？
　●共にいきいきと働くために
　　①ターニングポイントはこれだった
　　②女性が働く≠男性が働く…？
　　③あなたが面接官

人権学習シリーズvol.2
『働く』

　本入門ガイドでは、人権学習シリーズから2つのプログラムを選び、初めてファシリテーターを行う人のた
めにその解説を行ってきました。
　人権学習シリーズvol.1〜vol.5は、人権について学び、考えるための教材として、下記の通り刊行されて
います。本入門ガイドの解説を参考しながら、ぜひ人権学習シリーズをご活用ください。
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第一部
気づく
　❶聴くことからはじめよう
　❷コミュニケーション10のポイント
　❸こんな人をさがそう
　❹私はだれでしょう？
　❺10人のおとなたち
　❻あいさつをつくろう
　❼シールで仲間わけ
　❽より良いコミュニケーションを�
　　するために
深める
　❶D.I.E.メソッド

　❷言い返す
　❸まちをみる
　❹宇宙人がやってきた
　❺避けるー「住む」を避ける差別
解決
　❶できる三か条
　❷地域づくりで大切なものランキング
第二部
本文編
（現状の洗い出し／整理と課題抽出／解決に向けた活動）
事例編
（現状の洗い出し／整理と課題抽出／解決に向けた活動）

人権シリーズvol.3
『暮らす』

1私たちの多様性
　多様な感情とその扱い
　多様な見方・考え方
　知ってる！知らない？わたしの立場
　「ちがい」と「まちがい」
2多様性と人権課題
　フツーの感覚？
　ガラスの天井を越えて
　さまざまな性と生
　ニートは困った人？

3多様性を読み解く視点や概念
　“うわさ”をよむ
　これぞ不平等？
　オークション体験で考える平等

人権学習シリーズvol.4
『ちがいのとびら－多様性と受容－』

「対立」に向き合う姿勢づくり
さまざまな立場　みんな当事者
「暴力」はわたしには関係ない？!
職場のセクシュアル・ハラスメント
パワハラを知っていますか？
障害者とともに
「対立」に向き合うスキル

人権学習シリーズvol.5
『ぶつかる力 ひきあう力－対立と解決－』
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　人権学習を充実させるために、人権学習の課題や学習者の状況などを想定しながら、人権学習をどのよ
うに組み立てていくのかを検討し、『人権学習プログラムづくりの原理－人権学習カリキュラム検討委員会
報告書－』としてまとめました。また、これを広く普及するために『人権学習のプログラムづくり』を作成しま
した。

はじめに
1 人権学習の基本的な考え方
人権学習の現状と課題をふまえて、�
人権学習がめざす目標と方向を考える

2人権学習の領域と内容から学習を構
想する。
人権学習で学ぶ内容と、それをどのよ
うな流れで学ぶのかということを考える

3 人権学習の企画
～どのようにプログラムを作るか～

4 人権学習のための教育技法
プログラムの中で、講義や参加体験型
学習など、さまざまな学習手法と、そ
れを活用する上での留意点を考える

人権概念構成図
人権概念と具体的な人権問題の学習と
の関係

人権内容構成図
人権（権利）の内容と具体的な人権問題
の学習との関係

『人権学習プログラムづくりの原理
－人権学習カリキュラム検討委員会報告書－』

01  どのような人権学習が 
求められているのでしょうか？

　1�普遍的な人権と具体的な人権問題
とを結びつける人権学習

　2�「心の問題から」「社会の問題」に�
つなぐ人権学習

　3�人権の文化をつくる人権学習、�
社会参加をめざす人権学習

　4�学習自体が人権としての�
意味を持つ人権学習

02  どのように人権学習プログラムを 
つくるのでしょうか？

　1�学習ニーズの把握
　2�学習目標・テーマの設定
　3�学習プログラムの作成
　4�実施
　5�評価・分析とフィードバック
　こんな学習をめざそう

03  どのように学習内容を 
組めばよいのでしょうか？

　�【人権概念構成図－人権の概念と�
具体的な人権問題の学習との関係－】
　�【人権内容構成図－人権（権利）の内
容と具体的な人権問題の学習との関
係－】
　（1）�自分から他者、そして社会へと�

広げるカリキュラム
　（2）�ひとつの人権概念を学ぶ�

カリキュラム
　（3）�権利の内容で人権問題を学ぶ�

カリキュラム
　大切にしたい視点

04  どのような学習方法が 
あるのでしょうか？

05  ゆたかな人権学習で 
ゆたかな社会を

『人権学習のプログラムづくり』
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ご感想･ご意見をおよせください
 FAX06-6944-6616 

大阪府人権室
人権学習シリーズ入門ガイド
冊子のご活用、ありがとうございました。
今後の事業の参考にさせていただくために、以下の質問にお答えください。

（1）この冊子は、どのような場で使われましたか？
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

（2）この冊子をお使いになった、ご感想やご意見がありましたらお書きください。
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ご協力ありがとうございました。
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